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土曜参観へのご参加、ありがとうございました！ 

先日はお忙しい中、土曜参観にご参加いただきありがとうございました。参観の数日前から、子どもたちはお家

の人と一緒にこども園で遊べることを楽しみにしていました。 

触れ合い遊び「ぎゅうぎゅうともだち」は、ほし組とにじ組の子どもたちも大好きな遊びで、普段は学級の友達

と二人一組になり、いろいろな友達との触れ合いを楽しんでいます。参観当日は、お家の人と手をつないだり、く

すぐりあったりするなど、リズムにのりながらお家の人と触れ合うことを楽しんでいました。手をつなぐ、頭をな

でてもらうなど、親子で触れ合うことは、子どもたちにとってもお家の人にとって心が癒やされる時間になります

ね。登園時は、普段と違う雰囲気に緊張している様子だった子どもたちも、友達と一緒にリズムを踊ったり、お家

の人と一緒に遊んだりする中で、緊張がほぐれて笑顔が見られました。 

紙コップけん玉や傘袋ロケットの製作では、「テープは自分で貼れるよ」「はさみも上手になったでしょ！」と、

はさみやセロハンテープを自分で使えるようになってきたことを嬉しそうにお家の人に見せる姿も見られました。

また、作ったものでお家の人と一緒に遊ぶことも繰り返し楽しんでいましたね。 

短い時間ではありましたが、お家の人と一緒にこども園で過ごした時間は、子どもたちにとってとても楽しい時

間になったようです。保護者の皆様にとっても、子どもたちの園での様子を見たり、親子の触れ合いを楽しんだり

する時間となっていましたら幸いです。当日の活動にご協力いただきありがとうございました。 
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アンケートのご協力、ありがとうございました。 
ほんの一部ですが、ご紹介いたします。 

皆様からのご意見は、今後の園生活や行事に生かすよう努力していきます。 
 

・クラスのお友達と歌や踊りを楽しんでいる姿が見られて安心しました。 

・１時間という短い時間だったので、もう少し友達や先生との関わりや、普段の園での遊びの様子

が見たかったです。 

・なかなか家庭で一緒に製作することがないので、いい機会になりました。 

・はさみが使えるようになっていたり、セロハンテープが自分で切れるようになっていたりして、

成長を感じました。 

・傘袋ロケットも紙コップけん玉も楽しそうに遊んでいました。帰宅してからも楽しんで遊べてよ

かったです。 

・傘袋ロケットは、飛ばして遊ぶスペースが限られていたように思ったので、晴れていれば園庭で

飛ばして遊んでもよいのではないかと思いました。 



プール遊び・いろいろな水遊び 

たこプールでのプール遊び、水を使った砂遊び、色水遊び、…など様々な水遊びを楽しんでいます。 

色水遊びでは、クレープ紙という紙を水に入れて指先で揉み、水に色を付けて遊んでいます。繰り返し遊ぶ中

で、「ピンクと黄色を混ぜたら、オレンジ色になった!」「水をたくさん入れて作ったら、なんだか薄い色になった

よ!」と様々な発見をしたり、「全部の色を混ぜたら、どんな色になるかな?」と試したりしながら、いろいろな色

の水ができることを楽しんで遊んでいます。 

水を使った砂遊びでは、砂場に大きな穴を掘って水を流し、「水がいっぱいになった、プールみたい!」と水がた

まることを面白がったり、裸足で水に入って「わー冷たい!」と水の気持ちよさを感じたりしています。最近で

は、「今日は水をたくさん入れて海を作ろう！」と、友達と一緒に大きな穴を掘って水をたくさん運ぶ姿や、「長い

穴を掘ったら、川みたいになるかな?」と自分なりに考えて穴を掘ったりする姿も見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人にとっては、“当たり前”のことも、子どもたちにとっては“大発見”です。すぐに答えにたどり着くこと

よりも、「これは何？」「なんでできないんだろう？」「こうしてみようかな？」「こんなものができた！」と、心を

動かしながら体験していくことを大切にしています。子どもたちの気持ちに寄り添いながら、一緒に見て、触っ

て、考えていきたいと思います。 

野菜の栽培 

保育室前のプランターでは、枝豆、いんげん、ミニトマトなどの野菜を育てています。子どもたちは、毎日水や

りをしながら、それぞれの野菜がぐんぐんと大きくなっていく様子を喜んで見たり、「赤ちゃんトマトができてい

るね」と実がなってきていることを嬉しそうに話したりしていました。 

７月4日（火）には、大きくなった枝豆を栄養士の佐藤先生に調理してもらい、給食で食べました。野菜は苦

手な子が「今日の枝豆は食べられたよ!」と自分たちで育てた野菜だからこそ食べてみようとしたり、「僕たちの枝

豆、最高に美味しいね」と育てたものを収穫することの喜びを感じたりする姿が見られました。これからも、自分

たちで野菜を育てる経験を通して、育てたものを収穫する喜びや調理する人の手を通して食べられることへの感謝

の気持ちを感じられるようにしていきたいと思います。 

おたんじょうびおめでとう 
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